
清酒の新規特徴香の研究について 

 

近年、マスカットや柑橘を連想させる特徴を有する清酒が注目を

集めています。これまで、当研究所では清酒を特徴づける新たな成

分として、4-mercapto-4-methylpentan-2-one(4MMP) 注を報告してい

ます。この度、改めて 4MMP の分析法の開発と検出・定量を行いまし

た。 

まず、清酒中の新たな香りを改めて「新規特徴香」と定義し意識

合わせを行い、「新規特徴香」を有する清酒とパネルの選出を行ない

ました。極性と微極性の 2 種類のカラムを用いた、匂いかぎ法によ

る分析では、複数の溶出時間で「新規特徴香」が指摘されました。

それぞれのカラムで最も指摘が多かった溶出時間は、4MMP の標準品

の溶出時間と一致しました。しかし 4MMP とピークの類似度は低く、

複数の成分が混在すると考えられました。そこで、極性カラムにお

いて「新規特徴香」の指摘が多かった溶出時間のサンプルを補集し

ました。補集したサンプルを微極性カラムにより分離を行いました。

微極性カラムでは、新規特徴香が指摘された溶出時間で 4MMP が

87％の類似度で検出されました。4MMP の標準品を用いて確認を行っ

たところ、溶出時間と 4MMP 由来のピークがすべて一致したことから、

4MMP であることを確認しました。 

続いて、より安定で再現性が高く、定量性の良い 4MMP の分析法の

開発を行いました。次に、本方法を用いて、「新規特徴香」の指摘が

あった市販清酒を、指摘がなかった市販酒をコントロールとして

4MMP 含量を調べました。その結果、指摘があった全ての市販酒で閾

値以上の 4MMP が検出されました。 

以上の結果から、「新規特徴香」が指摘された清酒中に 4MMP が含

まれることが確認されました。4MMP は「新規特徴香」を構成する重

要な成分の一つであることが強く示唆されました。 

 

 

 
 

注 4MMP は、添加量および人によって、感じ方が大きく異なる成分です。清酒中に 4MMP を添加した場 

  合、柑橘様の香りを感じる人は 3 分の１程度で、「けもの臭」など他の指摘も多くあります。 

新規特徴香を形成する可能性が高い成分として4MMPが検出される

とともに、新規の定量法の開発を行った。4MMP は、新規特徴香が

指摘された清酒（官能評価）に含まれることが確認された。 



 


